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実施方針
設計の理念と考え

コスト縮減に関する提案設計を進める上で特に留意すること

「多様な記憶と活動がつながる場所」
将来の大規模改修を想定した設計上の配慮

　東日本大震災をはじめ、広域的で複合的な出
来事は、一括りにできない固有の経験として刻ま
れる。私達は、その推し量れない多様さの先に、
個を重んじながらも連帯していく事の重要さを学
び、未来へと歩みを進めてきた。同じ時間や空間
に広がる多様な活動を一つに響き合わせること、
多様であること、ひとつであることが共存してい
ること、「多様な活動による拡散性」と「ひとつ
のことを創り出し拡がる」を共存させることで、
過去と未来がつながり、人を、文化を、まちを育
んでいく、新しい杜の都のシンボルをつくる。

序盤からコストコントールを行うプロセスの例 コストバランスの管理

● 確実なプロジェクトマネジメント
　設計を細やかなフェーズに分けて管理する。設計序
盤で要求水準の確認、確定を行い、設計の節目では、各
関係者と検証及びレビューを行い、設計内容にフィード
バックする。設計レビューを繰り返し行うことで、目標を
達成しながら設計を進めていく。

● コストコントロール
　基本設計序盤に概算見積りを作成する。必要な仕様調整を行
い、計画にフィードバックすることで、出戻りがなく、予算内に収
まるように配慮する。昨今のプロジェクトでは物価上昇、世界情
勢などからコストの問題が発生することが多くある。プロジェク
ト序盤からコストコントロールをしっかりと行う。

● 大規模改修の施工計画に柔軟な配置計画
　建物周囲に極力ゆとりを持たせた配置計画にすることで、大
規模改修の際も足場計画や、重機の配置計画が柔軟な配置とす
る。様々な方向にエントランスを設け、ロビー空間で各諸室を一
体化して繋げることにより、改修範囲を限定した計画が可能。そ
れによって、全体の機能は維持・運営しながらも大規模改修を行
うローリング計画が可能。

● 実際の使われ方に応じた用途変更等への対応
　舞台部は奈落と一体として鉄骨で構成し将来の舞台設備等
の変更に対応する。舞台設備の老朽化、時代の変化に伴う演出
のトレンドにも適応する計画とする。

● 実際の使われ方に応じた用途変更等への対応
　100年仕様の⻑寿命化コンクリートを使用することで、仕上材
や設備機器の更新を中心とした大規模改修により建物の⻑期
利用を可能とする。

● 機器の更新のしやすさに配慮した建築計画
　大型の機械（空調機、盤等）の更新動線の考慮した計画とする
ことで将来の大規模改修に配慮する。
配管・ダクト等の更新方法の考慮した計画とする（アクセス、点
検ルート等の確保）。舞台部を中心に耐荷重設定等に無理のな
い範囲でゆとりを持たせた計画とする。長期的な利用及び、将
来的にもコスト的な影響が少ないように特注品を極力避ける。

● イニシャルコストを縮減する計画
　地域の技術者でも対応でき施工時の特別なコストが不要とな
るシンプルな構造計画とする。使用する建材の種類を可能な限
り限定し、スケールメリットの追求を行う。建物軽量化により基
礎工事の縮減と工期短縮によるコストダウンを図る。

● VE・CD調整にも柔軟なデザイン
　建物全体のボリューム、面積、室数、主要内外装材、各種設備
のグレードなど建物の根本であり、コストインパクトとの大きい
部分を主に調整いたします。シンプルな矩形なヴォリュームの
建物ではないため、意匠や機能など、全体のバランスを確認し
ながら、部分的にヴォリュームや仕様を調整することも可能。
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● コミュニケーションの重視
　発注者との定例会議を実施し、十分なコミュニケーシ
ョンをとりながら、設計に様々な方々の意見を反映して
いく。図面の他、場合によっては模型やパース等を用い
て空間を三次元的に理解、共有頂けるように務めます。
様々な立場の方々とコミュニケーションを重ね、この場
所に相応しい施設を設計する。
● ヒアリングの進め方
　基本設計期間中に、様々な市民の方や文化団体、専
門家などの方々に対しヒアリングを行い、段階的に使い
手の意見・要望を徴収し、設計に反映させる。

●基本設計におけるワーキング方法
　様々な市民の方や文化団体、専門家に対してヒアリン
グを行うことで、多方面からの意見を集約し、調整を重
ねながら設計を進めていく。また、実施設計へのフェー
ズ切替えがスムーズに行えるように、設計チーム同士で
密にコミュニケーションをとり、意匠、構造、設備、外構、
積算、音響を総合的に設計していきます。

● 利用者や運営者にとって誰もが使いやすい施設
　機能的に無駄のないゾーニングと配置計画、ユニバー
サルデザインによって 利用者、運営者目線の設計を行う。

● プロジェクトの進行
　会議媒体は全体定例会議の他に、状況に応じて分科会
を構成し効率的かつ確実にプロジェクトを進めていく。
　各会議の議題をマスタープランに落とし込むことで、全
体の中での会議の位置付けと今後の会議の見通しを明
確化する。

●仙台市の風土、文化、ビジョンを設計に生かす　　　
　地域の気候、風土、文化的徳等を調査・考察し、「杜の都」

「防災環境都市」としてのビジョンを設計に取り入れるこ
とで、これから先、市民の方々が愛着と親しみを持つ「新
たな杜の都」となる施設を目指す。

● 施設管理機能の計画
　材料や設備など、容易に維持管理できる計画とする。イ
ニシャルコストだけでなくランニングコストにも配慮した
提案をする。

● 管理が容易で、地域に合った外構計画
　設計段階から地域の環境に合った植栽を選定すること
で、ローメンテナンスな植栽計画を提案する。イベントな
どにも活用できる多様な広場を計画する。

「新たな杜の都としての複合施設 過去実施した住民ワークショップの様子

住民ワークショップで徴収した意見を設計へ反映した花火大会等の時節イベントと連動可能な施設
出典: https://www.walkerplus.com/event/ar0204e00651/

地域の音楽イベント等、多様な使い方が可能な広場
出典: https://www.miyagi-kankou.or.jp/kakikomi/detail.php?id=4106

意匠主任技術者

構造主任技術者
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舞台コンサルタント

機械設備主任技術者

電気設備主任技術者

管理技術者

設計体制表

●周辺施設への回遊と連携事業ー「新たな杜の都」へ
　周辺施設と連携し、回遊を促す施設を計画することで、都市全体で相乗
効果を生み「仙台・青葉山エリア文化観光交流ビジョン」を実現する。

● 新たな時代へのメモリアル性
　東日本大震災を経験していない
世代と世界に「災害とともに生き
る文化」を伝承する玄関口として
の施設。リサーチャーやアーキビ
ストとの関係を生むことで、沿岸
部の震災拠点と連携し、災害文化
の創造拠点となる施設とする。

● 文化活動の広がりが作り出す「楽都・仙台」
　様々な規模の音楽イベントが同時多発的に発生し、音楽の広がりがこ
の場所を作り出す。この場所をきっかけに、これまで仙台の都市空間に
よって育まれてきた能楽、演劇、アート、祭りなどが響き合うことによ
って様々な文化と活動が交わり、新たな創造の場となる。

様々な活動を育む単位：「ステージスラブ」

A. 音楽を披露する

E. 映像を鑑賞する

D. レクチャーを開催する

G. 関係性が生まれる

B. 製作物を展示する F. ひとりで読書する

C. 人や活動を迎え入れる
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B. 製作物を展示する F. ひとりで読書する

C. 人や活動を迎え入れる

ディレクター
→事業プログラムの企画運営

仙台フィルハーモニー

仙台市役所 運営事務局

ワーキングチーム

市内の高校生子どもたち 東北大学

NHK

その他の震災遺構

伝承館

メモリアル交流館

SNS／INTERNET

海外のメモリアル拠点

観光客

他地方の震災事業
（石川、熊本、兵庫など）

仙台市民

ARCT

メモリアルコンサート

参加型演劇

教育プログラム

研究活動

資料公開+発信

出張イベント+情報共有

バスツアーなどによる見学会

国際交流イベント

コーディネーター
→関連活動団体や人をつなぐ

リサーチャー
→災害記録の作成や収集調査

キュレーター
→情報を編集、演出し、可視化する

エデュケーター
→レクチャーやワークショップでの伝承

アーキビスト
→収集資料を活用し管理する

東北大学

放課後利用

会議室

ロビー

休憩スペース

練習室

ホール

リハーサル室

日常時 音楽イベント時 MICE 連携時 学校プログラム 生物の循環

サテライト会場
として利用イベント参加

休憩利用

国際センター

仙台第二高校 仙台第二高校 仙台第二高校

東北大学植物園

青葉山

仙台城跡

仙台市博物館

広瀬川
宮城県美術館

学会発表など
（サテライト会場
として利用）

会場連携
（せんくらなど）

練習利用

発表・聴講

授業利用
技術・文化学習

震災学習
職場見学

散歩道

出張展示

出張展示

発表・聴講仙台市内

参加・出演

イベント参加

国際センター

音楽ホール
市内鉄道駅
観光客

東北大学東北大学

東北大学

まちの人たち
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盛岡まで161.9km

青森まで2 8 5 . 4 km
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石巻ま
で43.
7km

福島まで
66.1km

たくさんの/ひとつの 響き
01. ⼤ホール空間の転換と拡張  ~みんなでつくる場~ 04. 各種素材について

05. ホール壁の開⼝と遮⾳02. ⽇常的な活動と溶け合う災害⽂化 ~⽴体的に広がる関係性~

03. 仙台の杜から学ぶ ~100年後のランドスケープ~

市⺠協働によって、まちで育っ
てきた仙台の⽂化芸術活動。
プロとアマが共存し、年齢制限
が無く、国内外から様々な参加
者がいる、⾳楽を通じて開かれ
たつながりこそが、仙台で育ま
れてきた、⼈と⽂化の価値ある
関係性であると⾔えます。

災害⽂化の発展を担う中⼼施設として、東北
地⽅の被災地への軸線上に、多様な活動の
場を計画します。ここで創造される⽂化芸術
が、建物そして街を超えて拡がっていくことを
期待するとともに、実空間では被災地との距
離や⽅位を⽰すサインを計画します。

伊達政宗が築いた仙台城は、崖や裏⼭など、すで
にある場所の特性を踏まえた都市空間を作り出し
ていました。また、各屋敷の庭に植えた⽊々の集ま
りが、やがて杜の都を築いたように、時間を掛けて
周囲の環境と調和していく視点を、本計画に取り
込みます。リジェネラティブデザインの考えの下、
時間を掛けてこの場所の環境に調和していくこと
で、100年後のランドスケープをデザインします。

コンサート時のサラウンド型、合唱コンクール時の
プロセニアム型、オペラそして舞台演劇時の計4パ
ターンの転換に加えて、⼤ホール壁を開放すること
で建物全体がサラウンド型の劇場へ拡張すること
を⽬指します。⼤ホール壁の開放は、3⽉11⽇のメ
モリアルコンサート時など、年に数回を想定し、建
物全体での⼀体感、⾳楽を介して5000⼈規模の⼈
々が緩やかにつながる時間を創り出します。

多様な主体が利⽤・交流し、災害⽂化を創造する場
とするために、①認知 ②創造 ③実装 ④発信 の機
能をグラデ―ショナルに配置し、活動の有機的な連
動を図ります。災害⽂化エリア全体が、⽴体的に開
かれた場として構成されることで、⽂化芸術やロビ
ーに関するプログラムが溶け合います。東⽇本⼤震
災という出来事と、来場者ごとの⼼の距離に、選択
肢が⽣まれるような建物計画を図ります。

災害⽂化にまつわる活動を⽀えるスラブを、被災地の⽊材で仕上げます。
⻘森のヒバ、岩⼿のカラマツ、福島のナラなど、ホールを超えて響く⾳が、
被災地の空気や⽔分を含んだ⽊材に触れることを狙います。

地⾯から浮かせて外構の床をつくることで
⼟が時間をかけて回復し、微⽣物が育ち、
健全な樹⽊の成⻑につながります。

配置兼1階平⾯イメージ図 1/600

桜の⼩径へのアクセス性を
⾼める外構床

駅への向かう道に
⽂化芸術活動が顔を出す

駅から⾼校への新たな通学路を想定した
桜の⼩径と連続した外構計画

駅の出⼊⼝まで伸びる庇

イベント時の混雑や滞留を⾒越して駅前
に屋外広場スペースを確保

外構床の際につけた
庇下のキッチンカー

⾞道を横断せずに建物にアクセス
可能な思いやり駐⾞場

搬⼊動線と関係者⽤動線は
⼀般⾞両動線と別の敷地出⼊⼝を確保

舞台客席は奥舞台およ
び側舞台の迫りに収納

舞台客席⽤の天反の⼀
部はフライ部分に収納

搬⼊⼝付近に⼗分な⼤きさ
の上⼿と倉庫を確保

舞台床と同じ⾼さで
搬⼊⼝を計画

2階客席下のスペースを
⼦ども鑑賞エリアとして開放

天気の良い⽇は屋根下
広場にテラス席を設置

駅⽤駐輪場を敷地に取り込み
アクセス性を改善

⼤⼩ホールそれぞれの楽屋事務室を
地下に計画しセキュリティを確保

災害⽂化エリアは⼤きな吹抜空間
を通じてロビーとつながる

⾳楽リハと災害⽂化をつなぐ
⼤階段ロビー

⽴体的に活動が出会う吹抜
に⾯した楽屋ラウンジ

多くの楽屋を外気に⾯する場所に配置し
周囲の杜を望めるように計画 運営エリアの執務スペースは

2階の搬⼊⼝直上に集約することで
機能性を⾼める

⼤ホールと⼩ホール両⽅の壁を
開放しつなげることができる

舞台壁も開放可能
楽屋と劇場もつながる

⼩ホール2階テラス席を舞台側
にも回し、⼀体感を⽣む

演⽬の間にビュッフェの軽⾷を広瀬川⽅⾯
に向けた屋外テラスで堪能

⼤ホールホワイエの⽚隅にも
災害⽂化の発信スペースを確保

断⾯図イメージ図 1/600

⼭側の屋上は⻘葉⼭の林緑の植⽣、川側は芝類をベースと
した低茎草地とし、周囲の⽣物のエココリドーをつくります。

1. 適材適所の構造計画
⼤ホールの壁柱とスラブ⾯は、耐久性、耐震
性、⾳響性能に優れたRC造とし、フライタワ
ーは鉄⾻トラスで構成します。

2. 場所ごとに異なる柱径
・耐震壁以外のスラブを⽀持する柱は、内外
のつながりを阻害しない細径の鉄⾻柱を、
負担⾯積に合わせて最適化して⽤います。

3. 施⼯性を考慮した基礎構造
・マットスラブとすることで掘削量を低減し、
⼯期短縮を図ります。

⼤ホールの壁柱間を⼤扉で構成します。⼤扉は⽚開き⼾とし、壁構成や扉
間の納まりを⼯夫することで、閉鎖時の遮⾳性能を確保します。

各部屋ごとに遮⾳ラインを取り、部屋間での⾳の⼲渉を防⽌します。

客席は、被災地から
集めてきた⽊材を下
地として、仙台の伝
統⼯芸である「⽟⾍
塗」を⽤い、シート⽣
地は「仙台平」を使⽤
します。

現況敷地の広場的特性を引き継いだ計画とすることで、
⻘葉⼭エリアの⽞関⼝として⼈々を迎え⼊れ、周辺施設
へ回遊するための機能を担います。

御裏⼭

⻘葉⼭

本丸

東の断崖
懸造

三の丸

武家屋敷の樹⽊

活動の場を⽴体的に積み上げ、地⾯レベルを開放します。

広瀬川

電源（コンセント）

ケヤキ／イヌシデ
など

シバ

浸透による
⾬⽔の地下涵養

様々な活動を育む単位：「ステージスラブ」

多様な活動が共存し響き合う ひとつのことを創り出し拡がる

⽇射反射塗料により
無駄なオーバーヒートを防⽌

屋上緑化により快適な
屋外環境の創出

天反の折曲げや幕のたくし
上げによりフライ⾼さを圧縮

太陽光発電による創エネ

建築⾯積の1/8以内の範囲
で30mより⾼い塔屋を計画

球形ボイド利⽤したフラットスラブ

ホールの空調は快適性が⾼く
効率の良い居住性空調を採⽤

基礎はマットスラブとすることで
掘削量を低減し⼯期短縮を図る

外構床はGL+1000程度とすることで
駅の出⼊⼝から段差なくアクセス可能

■設備⽅針
・建物形状を⽣かした採光、換気などの⾃然エネルギーを最⼤限活⽤
・庇による⽇射遮蔽と⾼断熱ガラスによる外⽪性能の⾼い建築計画とし、⾼
効率設備と組み合わせてZEB Ready基準を達成
・屋上は場所と景観に応じて屋上緑化、反射性塗料、太陽光発電を配置
・電気室、熱源機械などの施設は２階以上に設置し、⽔害リスクを軽減

桜の⼩径と連続した外構計画により
広瀬川へのミズベリングを創出

⼯事期間の短縮とコストメリットを考え
最⼩限の地下駐⾞場を計画

①⼤規模コンサート
席数：2100席

：ステージ

エントランスロビー
全ての⼈に開かれた広場、様々な活動に迎えられる

駅側外観
被災地の様々な場所から集めてきた材⽊で構成された軒天が⼈々を迎え⼊れる

中⼼部震災メモリアル拠点
災害⽂化事業どうしが独⽴しながらもつながり合う

広場エリア
様々な活動が響き合う⽂化芸術の交流ロビー

仲の瀬橋からの眺望
細分化したスラブがホールのヴォリューム感を軽減する

⾳楽ホール内観
ホール壁が開放されることで、施設全体が⾳楽を通じて拡がっていく

リハーサル室
仙台フィルの演奏、ロビーの⼤階段が観客席になる

屋外広場
⼀階床と連続した外構床を張ることで、屋内の活動があふれ出す

クワイエットスペース
上階のテラス際で広⼤な⾵景に開かれた静かな居場所を作る

開かれた静かな居場所を作る

開かれた静かな居場所を作る

開かれた静かな居場所を作る

開かれた静かな居場所を作る

開かれた静かな居場所を作る

③舞台演劇
席数：1310席

A. ⾳楽を披露する

F. 映像を鑑賞する

E. レクチャーを開催する

G. 関係性が⽣まれる

B. 製作物を展⽰する C. ひとりで読書する

D. ⼈や活動を迎え⼊れる

②合唱コンクール
席数：1810席

⽟⾍塗
出展元：東北⼯芸製作所

仙台平
出展元：仙台平

④オペラ
席数：1150席

00. 多様な記憶と活動がつながる場所

⑤メモリアルコンサート
建物全体を劇場とする5000⼈規模の場

ワーキングチームと協働し、施設を超えた発信事業に取り組みます。

災害拠点としてのメモリアル性
沿岸部を想うきっかけとなる建築的仕掛けを施す

壁柱
800×4000開閉扉

（ピポットヒンジ）

東⽇本⼤震災をはじめ、広域的で複合的な出来事は、
⼀括りにできない固有の経験として刻まれます。私たち
は、その推し量れない多様さの先に、個を重んじながら
連帯していく重要さを学び、未来へ歩みを進めてきまし

た。「多様な活動が共存し響き合う」ことと「ひとつのこ
とを創り出し拡がる」ことが連鎖していくことで、過去と
未来がつながり、⼈を、⽂化を、まちを育んでいく、新し
い杜の都のシンボルをつくります。

災害⽂化を⼤ホール周りに広げることで
⾳楽と災害⽂化の交流を促します。

主要階（⼆階）平⾯イメージ図 1/600

4階   4,384㎡
3階   4,812㎡
2階   6,280㎡
1階 10,320㎡

地下1階 5,682㎡

延床⾯積 計31,388㎡

地階平⾯図 1/2000 三階平⾯図 1/2000
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盛岡まで161.9km

青森まで2 8 5 . 4 km

気仙
沼ま
で9
5.1
km

石巻ま
で43.
7km

福島まで
66.1km

たくさんの/ひとつの 響き
01. ⼤ホール空間の転換と拡張  ~みんなでつくる場~ 04. 各種素材について

05. ホール壁の開⼝と遮⾳02. ⽇常的な活動と溶け合う災害⽂化 ~⽴体的に広がる関係性~

03. 仙台の杜から学ぶ ~100年後のランドスケープ~

市⺠協働によって、まちで育っ
てきた仙台の⽂化芸術活動。
プロとアマが共存し、年齢制限
が無く、国内外から様々な参加
者がいる、⾳楽を通じて開かれ
たつながりこそが、仙台で育ま
れてきた、⼈と⽂化の価値ある
関係性であると⾔えます。

災害⽂化の発展を担う中⼼施設として、東北
地⽅の被災地への軸線上に、多様な活動の
場を計画します。ここで創造される⽂化芸術
が、建物そして街を超えて拡がっていくことを
期待するとともに、実空間では被災地との距
離や⽅位を⽰すサインを計画します。

伊達政宗が築いた仙台城は、崖や裏⼭など、すで
にある場所の特性を踏まえた都市空間を作り出し
ていました。また、各屋敷の庭に植えた⽊々の集ま
りが、やがて杜の都を築いたように、時間を掛けて
周囲の環境と調和していく視点を、本計画に取り
込みます。リジェネラティブデザインの考えの下、
時間を掛けてこの場所の環境に調和していくこと
で、100年後のランドスケープをデザインします。

コンサート時のサラウンド型、合唱コンクール時の
プロセニアム型、オペラそして舞台演劇時の計4パ
ターンの転換に加えて、⼤ホール壁を開放すること
で建物全体がサラウンド型の劇場へ拡張すること
を⽬指します。⼤ホール壁の開放は、3⽉11⽇のメ
モリアルコンサート時など、年に数回を想定し、建
物全体での⼀体感、⾳楽を介して5000⼈規模の⼈
々が緩やかにつながる時間を創り出します。

多様な主体が利⽤・交流し、災害⽂化を創造する場
とするために、①認知 ②創造 ③実装 ④発信 の機
能をグラデ―ショナルに配置し、活動の有機的な連
動を図ります。災害⽂化エリア全体が、⽴体的に開
かれた場として構成されることで、⽂化芸術やロビ
ーに関するプログラムが溶け合います。東⽇本⼤震
災という出来事と、来場者ごとの⼼の距離に、選択
肢が⽣まれるような建物計画を図ります。

災害⽂化にまつわる活動を⽀えるスラブを、被災地の⽊材で仕上げます。
⻘森のヒバ、岩⼿のカラマツ、福島のナラなど、ホールを超えて響く⾳が、
被災地の空気や⽔分を含んだ⽊材に触れることを狙います。

地⾯から浮かせて外構の床をつくることで
⼟が時間をかけて回復し、微⽣物が育ち、
健全な樹⽊の成⻑につながります。

配置兼1階平⾯イメージ図 1/600

桜の⼩径へのアクセス性を
⾼める外構床

駅への向かう道に
⽂化芸術活動が顔を出す

駅から⾼校への新たな通学路を想定した
桜の⼩径と連続した外構計画

駅の出⼊⼝まで伸びる庇

イベント時の混雑や滞留を⾒越して駅前
に屋外広場スペースを確保

外構床の際につけた
庇下のキッチンカー
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可能な思いやり駐⾞場
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浸透による
⾬⽔の地下涵養
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屋上緑化により快適な
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効率の良い居住性空調を採⽤
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①⼤規模コンサート
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全ての⼈に開かれた広場、様々な活動に迎えられる

駅側外観
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建物全体を劇場とする5000⼈規模の場

ワーキングチームと協働し、施設を超えた発信事業に取り組みます。

災害拠点としてのメモリアル性
沿岸部を想うきっかけとなる建築的仕掛けを施す

壁柱
800×4000開閉扉

（ピポットヒンジ）

東⽇本⼤震災をはじめ、広域的で複合的な出来事は、
⼀括りにできない固有の経験として刻まれます。私たち
は、その推し量れない多様さの先に、個を重んじながら
連帯していく重要さを学び、未来へ歩みを進めてきまし

た。「多様な活動が共存し響き合う」ことと「ひとつのこ
とを創り出し拡がる」ことが連鎖していくことで、過去と
未来がつながり、⼈を、⽂化を、まちを育んでいく、新し
い杜の都のシンボルをつくります。
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現代アート
せんだい

メディアテーク

建築
せんだい

メディアテーク

演劇
10-BOX

音楽

文学
仙台文学館

祭り
青葉通り

映像
せんだい

メディアテーク

民俗芸能
向泉寺

能楽
能BOX

漫画
広瀬川

発表会場として利用

災害文化と漫画のコラボレーション

アート・ノードを青葉山エリアまで引き込む

来訪者に目の触れる作りの部屋

劇都仙台をさらに成長させる創造の場

未来の建築家たちの集まる場をつくる

文学を通してこの街の情景、歴史を想う

都市空間を彩ってきた響きを知る

音響と照明設備の整った開けた場

年次イベントとしての施設利用

伝統芸能が子供たちの目に振れやすい環境

仙台ならではの選書

文字を通してこの街の情景・歴史を想う

祭りを支える山車を展示

仙台だけの時間、季節をお知らせする踊り

演目時間以外の利用

より開かれた媒体を通じた発信

都市空間の延長としての展示広場

ワークショップスタジオ
子どものための空間

屋外広場

小ホール

ホワイエ

リハーサル

企画展示

イベントロビー
練習室

震源地

青森

八戸

久慈

盛岡 宮古

釜石

大船渡陸前高田
気仙沼

南三陸

女川
東松島

石巻
山形

福島

大熊

名取
亘理

多賀城

南相馬

楢葉

いわき

敷地
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